
平成２６年　３月　１９日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 場 所 : 　花水木

３月　夢甲斐塾運営会議　議事録

○夢甲斐フェスタ

・実行委員会の議事録が配布される。

・１１月２３日（日）で決定。えびす講祭り開催中。

・上甲塾長は参加されない。

○１４期生募集

・１２期でチラシを作成中。１３期の意見を入れ内容を大幅に変更。

・チラシの目的は来てもらうキッカケのツール

・３年後５年後を見据え、１２期１３期で協力していく

・求める人材が伝わるようにする

・６月に一部内容を改め、刷り直すことも可能。

・チャレンジしたいと思ってもらえる内容にする。

・募集のチラシに記載があるため公開例会のチラシは作らない。

・どんな人に来てほしいか、わかりやすく。

・当初は熱いが次第に冷めていく傾向を断ち切りたい。

・去年は一年間続けていく「覚悟がある人」を強調した。

・軽いノリで誘わない。

・チラシは３月末までに作成する。

●公開例会

・テーマ「山梨から春をいただく」

・自分たちが楽しみながら成長している姿を見てほしい。

・春の食材で地元にある山菜などで（わらびなど）でお弁当的な料理でおもてなし

・「食」「山」「だるま」「おもてなし」のグループで発表も一案

・これらは塾長講話の前

・パネル展示も考えている。

・場所　いちみやの文化館の和室（７０畳ほど）

・選んだ理由は調理室が良かった。雰囲気、食器、広さなど。

・塾長講話も和室でする。

・この会場を選んだ理由や一宮について当日触れると良い。

・公開例会は１３期で作っていくことに意味がある。

・お茶会は募集委員会でやるので、１２期１３期ですりあわせる。

・塾長にはスケジュール連絡済。

・予算は６万円。公開例会、入塾説明会等で。やりくりしてください。

・チラシの予算　１万円。



・一般来場者に例年お礼状を出している。募集委員会で当日終了後宛名書きするとよい。

・出発式・入塾式の日程を塾長に確認しておく。チラシに載せる。

○１４期生カリキュラム

●１３期生の感想

・先輩に頼ってしまい、自分たちでコミニケーションをとるのが遅れた。

・３回あったが、同じ内容の繰り返しのような感じがした。

・自分たちだけでやっていく流れがでにくかった。

・自己紹介が多く、ほどほどが良かった。

・事務局のカリキュラムとは別に、初めに自分たちだけで自由にやるように伝えてほしい。

▼事務局

・失敗と思われることからもどう何かを学びとっていくかが大事。

・これらの意見を踏まえ、より良いカリキュラムにしていきたい。

・カリキュラムの一つに事務局主催の現場研修をするのも一案。懇親にもなる。

●課題本について

・意図は塾長を知るキッカケとして指定した。

・塾長の研修方針・考えを早い段階で知ってほしかった。

▼１３期の感想・・・当初課題本を与えられた意味がわからなかった。

・本では「出る杭」が強調されており、現在の塾の「協力的な」の方向と違い、戸惑った。

・「みんなでやる」今の研修のあり方が本からは感じられなかった。

・読んだからこそ今の塾の活動とのギャップを感じた。

・よく読まないまま発表している人を感じた。

▼事務局

・塾長自身が進化・成長している。

・塾長の本から本人がどう自分に役立つエキスを抽出するかが大切。

・１１期から試行錯誤してきた。１４期のカリキュラムに生かしたい。

○３月例会、４月例会

●３月例会

・２１日２２日、身延山で登山。宿坊泊。塾長は個室。

・先週下見したところ、残雪はあるが、予定通りできる。



●４月例会

・４月２０日　１３時～１５時

・吉野さんが担当。郡内の食でおもてなし

・一般の方の参加ＯＫ

・実費１５００円ほどかかる予定。

○総会日程

・夢甲斐塾では７月１日から新年度。

・７月９日（水）１９時～２０時３０分ころまで。

・終了後、懇親会。

・会場は昭和町「彩の広場」

・議長は雨宮さん

○次回以降の運営会議は、４月１６日（水）

　　　　　　　　　　　　５月２１日（水）

１９時３０分～　　　

場所　花水木　です。

　


